
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ご家庭に合わせて選べます 
家庭用（室内設置）：一人用〜四人用  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

＝動画のご案内＝ 
実際の使用方法は動画でご覧いただけます※検索不要 

スマートフォンで QR コードを読み取ってください 
この商品は、不安をあおるためのものではありません。        

「もしものとき、助かる可能性を残す」そのための選択肢です。  
                                   

 
 

 
 

 
 

 

 

 

 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
古い家の屋内に設置します 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

古い家は注意！ 

 

 

設置相談：防災のエコルート 
ご検討のうえ、設置をご希望の方はご相談ください 

電話：０４２－５０６－８１０２ 

住所：東京都武蔵村山市残堀１－３２－１ 
※しつこい営業は行いませんので気軽にお電話ください 

※合わなければ、そのままで構いません 

 

 

Since 2003 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

使い方は とてもシンプル、家の中の邪魔にならない場所に設置 

揺れたら 近くで様子を見て、怖くなったら入ってください 
 

 

 

お部屋の中で簡単に組立 

設置は小一時間 

家が潰れやすい一階に設置 

 

 

もし家がつぶれても 

この中は守られる構造です  

試験場で確認されています 

 

 

入り口が広く、入りやすい構造 

高齢の方でも安心です 

家族みんなの安全を守ります 

四方から出入りできます 

 

 

地震を感じたら近くへ来て様子見 

さらに揺れたら逃げ込め！ 

大勢の方が守られています 

 

 

夜中の地震もこれなら安心 

布団を敷いて安眠です 

大勢の方が使われています 

 

 
 
 
 
 

地震が起きたとき 
「その場で生き残る」ために 

阪神・淡路大震災では、 
家がつぶれて多くの方が亡くなりました。 
逃げられても大怪我を負い、 
その後の生活に大きな影響を受けた方もいます。 

 

地震の安全対策は 
二つしかありません 

 
・家を倒壊しにくくする 

・目の前に安全な空間を作る 
 

エコルートは、 
後者の考え方です。 

なぜ「生き残る空間」を作れるのか 

耐震リフォーム実践の経験から、 
「すぐに使える安全対策」として 

地震シェルターに行き着きました。 

構造の考え方 

肉厚 1.8mm の角パイプによる
フレームを室内で組み立て、 
鉄天井と床は木板を敷き、 
斜め方向の力にも耐えるブレー
スを配置しています。 

重量を抑えつつ、 
強靭な箱状構造を形成します。 

 

耐荷重試験による確認 

 

 

 

 
工業試験場にて耐荷重試験を実施。 
最大約 75 トンの荷重を加えても、 

空間が保持されることを確認しています。 
※すべての状況での安全を保証するものではありません 

 

 

 

シェルターの歩み 

2003年に製造を開始。 

改良を重ねながら形を見直し 

現在の構造に至っています。 

 


